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本研究では、江戸歌舞伎における広告表現の分析を

行った。研究方法は江戸時代に実際に出版されていた

浮世絵、小説、「川柳江戸歌舞伎」、「守貞満稿」、「江戸

名物狂詩選」、「俳優畸人伝」などの分析である。かつ

て江戸は寂れた町であった。そこで歌舞伎が江戸が経

済成長した裏側で大いに貢献した。役者の演技の技術

向上、売り出し方の工夫などマネージメント、ブラン

ディングの成功の過程に私たちがコンテンツ制作にお

いて学ぶべきことがあるのではないだろうか。それを

たどることが本研究の目的である。 

 

1.江戸歌舞伎周辺 

 

江戸時代が続いた約 250 年は、戦争のない泰平の世

だったからであった。文化が自由に発展しやすい土壌

であったからこそ庶民文化と経済が発展し、消費生活

を楽しみ、独自の文化が発展していったといえる。江

戸幕府が開いた 1603年と同時に出雲のお国がかぶき踊

りを提唱して以降より、派手で、華美であり、刺激的

な芸能であった。芸能を続けていくためにはやはり、

商業演劇である必要があった。そこで顧客である江戸

の人々の夢、価値観、美意識、生活の在り方がニーズ

となり、舞台で繰り広げられる物語に表現されるよう

意識され、舞台の上は知識や文化、流行が行き交う場

所にもなった。庶民と歌舞伎を作る役者や戯作者の間

の文化形成の結果、現在は伝統芸能として日本を代表

するコンテンツとなったのが歌舞伎である。歌舞伎が

発展した裏には、芝居小屋と人々の関係、上方と江戸

の間の文化差、江戸幕府の役者に対する身分制度が歌

舞伎を発展へ導くきっかけとして機能したように考え

られる。 

 

2.広告としての歌舞伎絵 

 

「川柳江戸歌舞伎」1925 年、西原柳雨、春陽堂の第一

四章女と役者には女性の歌舞伎贔屓の気持ちが川柳とし

て記述されている。 

 

「我思ひせめて楽屋へししにいき」 

 

   

図１大当楽屋寿語六 豊原国周 

役者のプライベートと楽屋の様子を描いた絵は歌舞伎

贔屓から非常に需要があったのであろう。この絵双六

ではこれだけの役者の姿を一同に見られることに大き

な魅力があったと思われる。これを双六にすることで、

歌舞伎役者のプライベートをストレートに楽しむこと

も創造して楽しむこともできたはずだ。遊ぶことによ

って、作品と役者との心理的距離を庶民は近づけるこ

とができ、自らも物語の世界に没入した感覚を得るこ

とができただろう。また歌舞伎や役者へ思いを馳せる

きっかけとなりこれも、歌舞伎自体の物語的広告とし

て作用したのだろう。人気の高い役者・歌舞伎のキャ

ラクターなどを使用することにより、商品への親近感

や認知度が高まり、話題性やパブリシティ性や娯楽性

も高まったはずである。商品の効果に惹かれた消費者

だけでなく、作品や役者のファン層を取り込むといっ

た狙いもあったはずだ。役者も商品をタイアップする

ために広告に起用されることで、歌舞伎人気を盛りた

てることができただろう。舞台以外の露出量が増える

からだ。そして役者は絵になり人々の手元にたどりつ

くことにより、自然と身近になることができる。そう

いった面で役者にもメリットがあるゆえに、役者と商

品の抱き合わせの広告が江戸より発生し、発展したの

であろう。 

 

3.歌舞伎が及ぼした商業効果 

 

「守貞漫稿」によれば、「三升格子の図、団十郎縞と

も云、江戸俳優なる者より始む、ついに号とす。団十

郎記号 又三升と号す、侠客幡随院長兵衛に扮する時

の半合羽、必茶地に三升格子浅草地に白の三升格子等

浴衣に用ふ婦女には稀也白地紺織もあり此他の格子島

も用之」と記載されており、つまり、この三升格子の

柄が市川団十郎が侠客幡随院長兵衛役に演じる際に着

る、柄であることから団十郎記号としたと記載してい
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る。また女性が浴衣として着用する柄も存在するとい

った記載がされている。ここでもやはり歌舞伎役者が

演じたキャラクターの衣装が庶民に影響を与え、浴衣

などあらゆる衣服にも柄自体が役者イメージとともに

使用されて流行を見せたということがわかる。またこ

の柄の流行により、柄≒市川というイメージ付けに成

功し、衣装と不動明王信仰をミックスさせ、人々から

の求心力を高め、市川家は自らのブランディング化に

成功するために必要であった柄だろうと考えられる。

「川柳江戸歌舞伎」1925 年西原柳雨、春陽堂の第一四

章 女と役者より 

「三升がよいと腰元なめすぎる」 

「成田屋見たや戀しやと長局」 

という川柳もあり、大奥での成田屋人気は凄まじかっ

たと記録されている。 

  

図２「市川海老蔵 小田原ういらう売のせりふ」  

せりふ正本 

 

4.歌舞伎から生まれた広告劇 

 

  

図３一鵬斎芳藤画「世の中なんでもあんばいよし」 

この絵では、助六の登場人物に「あんばいよし」と

書いたものをもたせており、1850年 3 月にあった中村

座「助六廓の花見時」の大当りと米饅頭、大和団子、

外郎などをかけたものかと考えられる。大当たり商品

と簡単に一緒に描けるのは、助六物の舞台自体が商品

広告劇の要素が非常に強い演劇であったからこそ、こ

のような絵を描くことが可能であったのだろう。 

 

助六劇にみるプロダクトプレースメント 

 

実在する商品と名前や衣装が掛け合わされた登場キャ

ラクター、朝顔煎餅、白酒売り、三浦屋の揚巻、喜世川、  

うどんや市川屋がそれぞれ広告されながらストーリー展

開していくことは、作品や役者、広告する商品どちらも注

目度、好感度をあげることにつながっただろう。元々より

江戸で人気商品にリンクさせたキャラクターを登場させ

ることで観客に親近感や好感を与えるために作用しただ

ろうと考えられる。そして和事と荒事をミックスさせた新

しい劇であった助六劇にとって、柔軟剤としても役割も果

たしただろう。当時は、商標や意匠としての保護も必要な

く、二次利用やライセンシングも簡単にできた。当時の江

戸の人々にとって有名な商品をストーリーに組み込むこ

とは、歌舞伎の認知度拡大と定着に貢献しただろう。作品

の中に特定の商品を意図的に登場させるプロダクトプレ

ースメントをこの時代より行っていたといえる。物語の中

で役者が使っていた「あの商品」という形で商品も再ブラ

ンド化することができ、同時に役者もブランド化すること

に成功した。まさしく助六劇はプロダクトプレースメント

を成功させた劇の先駆けと言えるだろう。二代目市川団十

郎の工夫によって、助六劇は江戸っ子のイメージを作り上

げ、広告劇をとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなった。吉

原に実在した三浦屋が舞台となり、商業演劇として歌舞伎

が持続性を持って継続されていくためのアイディアとレ

ジスタンスの精神をもって歌舞伎の世界を盛り上げるべ

く舞台上における画期的な広告方法を編み出したのだと

いえよう。歌舞伎役者は、江戸の人 （々庶民、吉原、他商

業、版元）のニーズを飲み込み、「歌舞伎」と人々の価値

観が一体化させるようにし、常に楽しませる努力をしたこ

とによって、歌舞伎を江戸における一大コンテンツ産業と

して成長させたのだと考えられよう。  

 

結論 

 

歌舞伎は約 250 年以上も日本の中心のエンターティン

メントとして存在していた。ここまで長く存在したのは、

歌舞伎自体の積極的な広告活動や他のメディアと「連」を

なして協力的に広告を行い、常に協調性をもったマネジメ

ントがされていたからであろう。当時は、契約書などはな

く口約束が多かった。しかしそれでも歌舞伎は成立してい

た。それは江戸の人々の精神性のおかげではないだろうか。

これからも歌舞伎は、江戸の庶民が培ってきた助け合いの

心、ファッション、歴史、生活形式、風俗、日本における

プロダクトプレースメントの先駆けであり、芸能活動のた

めの商業的工夫が多くあったことを演劇を持って伝承し

ていくためにも必要性があるだろう。 
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